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マンホールトイレの実用課題と対策検討
～大規模断水によるマンホールトイレの実用例～

令和４年度（第15回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

　今回のマンホールトイレ設置は災害によるものではなく、断水による副次的な影響での
対応でした。マンホールトイレの実用が初めてであったため、避難所の開設もない中で、
どの程度の使用者があるのか・管理頻度はどの程度必要なのかなど手探りの状態でした。
その中で、トイレ設備の不備不足が多く出てきましたが、その間にも使用者がいるなかで
時間をかけず最善を尽くせるよう、職員で意見を出し合い現場で臨機応変に対応を行うこ
とができました。今後は、より多くの方に使用していただけるよう、今回を機により良い
トイレ環境の整備に努めていければと思います。
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　本市では災害に備えマンホールトイレの整備を進め、災害訓
練等を行ってきました。昨年大規模な断水被害が発生し、初め
てマンホールトイレを使用することとなりました。約１週間の
使用でしたが多くの方に使用いただけた一方で、整備計画や訓
練内容に対し多くの課題がわかり、また清掃等の維持管理では
多くの人手が必要であるとわかりました。今回の経験を今後に
活かすため、マンホールトイレ実用による課題と対策案の集約・
検討を行いました。

　今回のマンホールトイレの実用で、整備や管理の不
備・不足に対して、職員で意見を出し合い現場で臨機
応変に対応を行ったことで、現場目線・使用者目線で
の課題を認識することができました。そして、これら
の課題検討を進め共通認識を広げていくことで、施設
管理者や近隣住民等との協力体制を築いていき、災害
発生時でのトイレ環境がより良いものとなるように努
めていきたいと考えています。


